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大
野
地
区
の
男お

と

女め

山や
ま

八
十
八
ヶ
所
霊
場

は
、
大
正
時
代
に
和
田
の
新
田
六
太
郎

に
よ
っ
て
勧か

ん

請じ
ょ
うさ
れ
ま
し
た
。
信
仰
心
の

篤
い
六
太
郎
は
、
四
国
や
小
豆
島
の
八
十

八
ヶ
所
霊
場
を
何
度
も
巡
礼
し
、
大
正
四

年
（
一
九
一
五
）、
男
山
・
女
山
の
中
間

に
男
女
山
満
福
寺
を
創
建
し
、
四
国
八
十

八
ヶ
所
の
札
所
か
ら
持
ち
帰
っ
た
砂
を
男

山
・
女
山
に
埋
め
、
男
女
山
八
十
八
ヶ
所

霊
場
を
開
い
た
と
い
い
ま
す
。
一
番
札
所

を
和
田
の
新
田
堂
と
し
て
（
現
在
は
女
山

山
麓
に
所
在
）、
最
終
の
八
十
八
番
札
所

を
男
女
山
吉
祥
寺
と
し
、
札
所
ご
と
に
寄

進
さ
れ
た
石
仏
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
大

正
五
年
に
「
浄

じ
ょ
う

信し
ん

」
と
改
名
し
ま
し
た
が
、

六
太
郎
は
地
域
の
人
々
か
ら「
六
大
師
様
」

と
呼
ば
れ
、
尊
敬
を
集
め
て
い
た
と
い
い

ま
す
。

　
六
太
郎
の
死
後
、
女
山
の
麓
に
六
太
郎

の
石
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
十
月
十
八
日
の
津
山
毎
日

新
聞
に
こ
の
時
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
下
、
記
事
の
内
容
を
転
載
し
ま

す
。

　
大
師
婆
さ
ん
の
石
像
建
設
式

　
大
野
村
大
字
和
田
、
新
田
浄
信
、
一
名

「
六
大
師
さ
ん
」
は
昨
年
秋
死
亡
し
た

が
、
生
存
中
大
師
様
を
信
仰
し
、
四
国

八
十
八
箇
所
を
順
拝
せ
し
事
十
数
回
、

小
豆
島
順
拝
数
実
に
五
十
数
回
、
尚
明

治
初
年
に
は
苫
田
郡
「
旧
四
郡
」
に
八

十
八
箇
所
を
広
め
、
大
正
四
年
に
は
大

野
村
男
女
山
に
八
十
八
箇
所
を
祭
り
、

世
人
に
功く

徳ど
く

を
与
へ
た
る
事
多
大
に
し

て
、
其そ

の

徳と
く

を
後
世
迄ま

で

残
さ
ん
為
、
石
像

を
建
設
せ
ん
と
寄
付
を
募
集
致
せ
し

処と
こ
ろ、
二
百
余
円
が
集
ま
っ
た
の
で
、
福

岡
県
宗
像
郡
津
屋
崎
町
石
像
彫
刻
師
広

田
福
蔵
氏
に
依
頼
し
彫
刻
中
、
此こ

の

程ほ
ど

竣

工
し
た
の
で
十
日
、
男
女
山
満
福
寺
に

建
設
し
、
除
布
式
を
挙
行
し
た
。
当
日

は
遠
近
よ
り
老
若
男
女
六
百
名
の
多
数

の
参
拝
者
が
あ
り
、
石
像
の
前
で
御ご

詠え
い

歌か

大
会
を
も
よ
ほ
し
、
午
後
五
時
盛
会

裡
に
散
会
し
た
。（
原
文
の
旧
漢
字
を

新
漢
字
に
改
め
、
適
宜
ふ
り
が
な
を

ふ
っ
て
い
ま
す
。）

　
タ
イ
ト
ル
が
「
大
師
婆
さ
ん
」
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
不
明
で
す
。『
鏡
野
町
史
』

民
俗
編
に
よ
れ
ば
、
六
太
郎
は
新
田
鶴
蔵

の
二
男
と
し
て
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

に
出
生
し
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
六
太
郎

と
い
う
名
前
か
ら
も
男
性
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
す
の
で
、
記
者
の
誤
り

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
記
事
中
に
「
明
治
初
年
に
苫
田

郡
「
旧
四
郡
」
に
八

十
八
箇
所
を
広
め

…
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
同
じ
く
『
鏡

野
町
史
』
民
俗
編
に

明
治
二
十
二
年
（
一

八
八
九
）
三
月
に
津

山
の
青
山
氏
が
記

録
し
た
と
さ
れ
る

「
当
国
八
十
八
ヶ
所

順
拝
録
」の
中
で
、苫
田
郡
内
の
八
十
八
ヶ

所
の
札
所
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

一
番
札
所
が
和
田
の
新
田
堂
で
、
こ
こ
を

起
点
と
し
て
市
場
︱
公
保
田
︱
寺
和
田
︱

香
々
美
︱
西
田
辺
︱
下
横
野
︱
上
横
野
︱

東
一
宮
︱
紫
保
井
︱
小
原
︱
上
河
原
︱
沼

︱
林
田
︱
川
崎
︱
二
階
町
︱
椿
高
下
︱
山

北
︱
総
社
︱
小
田
中
︱
二
宮
︱
院
庄
︱
神

戸
︱
吉
原
︱
古
川
︱
布
原
︱
田
邑
︱
沢
田

︱
円
宗
寺
︱
瀬
戸
︱
竹
田
︱
寺
元
︱
小
座

︱
上
森
原
︱
下
森
原
︱
塚
谷
︱
馬
場
︱
貞

永
寺
︱
土
居
と
い
う
ル
ー
ト
で
札
所
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
新

聞
記
事
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
苫
田
郡

の
八
十
八
箇
所
の
勧
請
に
も
六
太
郎
が
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
ま

す
。

　
男
女
山
八
十
八
ヶ
所
巡
り
は
、
昭
和
初

年
頃
ま
で
は
近
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
よ
う
で
、
大
師
ま
ん
じ
ゅ
う
や
大
師
せ

ん
べ
い
も
売
ら
れ
、
う
ち
ま
き
米
（
各
札

所
に
供
え
ら
れ
た
米
）
が
一
日
に
二
、
三

俵
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
男
女
山
八
十
八
ヶ
所
は
か
つ
て

の
に
ぎ
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
手
厚
く
保
護
さ
れ
、
六
大
師

像
は
静
か
な
ま
な
ざ
し
で
訪
れ
る
人
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。
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